
  

 

サラスワティー・ストートラム 
 

ya küNdeNdutuzarharDvla ya xuw/vÍav_ta 

ya vI%avrd^#mˆ^#tkra ya Xvetp‡asna| 

ya b/îaCyutxúrp/w_itiwdRevEÚ sda vˆNdta 

sa ma= patu srSvtI wgvtI inÚxezja#¥apha£ 
 

yā kundendu-tuṣāra-hāra-dhavalā yā śubhra-vastrāvṛtā 

yā vīṇā-vara-daṇḍa-maṇḍita-karā yā śveta-padmāsanā | 

yā brahmācyuta-śaṅkara-prabhṛtibhir devaiḥ sadā vanditā 

sā māṁ pātu sarasvatī bhagavatī niḥśeṣa-jāḍyāpahā || 
 

彼女はジャスミンのごとく、月のごとく、雪のごとく 

首の周りのまばゆい真珠のごとく、 

そして光り輝く衣のごとく白い。 

彼女は白いハスの花の上に座り、 

手には優美なヴィーナーの棹（さお）を持っている。 

彼女はブラフマー、ヴィシュヌ、シヴァ、 

そして他の神々によって永遠にたたえられている。 

栄光の女神サラスワティー、 

あらゆる形の怠惰や無知を寄せ付けない者が、 

私を守ってくれますように。 
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